
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移住者と地元住民が協働するまちづくり 

のための 

アンケート調査 集計報告 

   多くの移住者のみなさんにご協力をいただき、ありがとうございました。 

  WEB での入力、アンケート用紙でのご回答、合わせて４７７名の方々から回答をいただき 

  ました。いただいた回答は、山梨大学や山梨県立大学の先生方のご協力もいただきながら 

分析を進めて有効に活用していきたいと考えています。 

  まず、第一次の集計結果を報告させていただきますので参照いただければと思います。 

 

＊調査期間 

   2023 年 4月 15日 から 2023 年 7 月 15日 までの３か月間 

＊調査方法 

   ・ふるさと倶楽部会員にアンケート用紙を配布 

   ・地域での日常活動からつながりのある移住者にアンケート用紙を配布 

   ・WEB からアンケート参加ができるQRコードを印刷したチラシを地域のカフェ、 

レストラン、スーパーなどに配置 

   ・八ヶ岳ジャーナルでアンケートチラシを紹介 

    など、ふるさと倶楽部会員に限定せず、八ヶ岳山麓に移住してきた多くの人々に 

アンケートへの参加を呼びかける 

＊回答方法 

   アンケート用紙の持参、郵送による回収に加えて、携帯もしくはパソコンからの 

WEB 入力により回答 

＊対象者 

   八ヶ岳山麓地域に移住してきた住民、および八ヶ岳山麓との二地域で暮らす人々 

移住者と地域住民が協働するまちづくり委員会  

 共同代表   花岡利幸   山梨大学名誉教授 

        跡部治賢   オオムラサキセンター名誉館長  

        佐藤彰啓   ふるさと情報館代表  

        馬場建二   八ヶ岳ふるさと倶楽部代表  

2023年 8 月 
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【問 A． あなた自身の属性について】 

 

 

 

  

女性：259 

男性：218 

80歳以上：59 70歳代：198 

60歳代：113 
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年代別分布

＊70 歳代をピークとして、若い年代の人の数が少ない 

＊ふるさと倶楽部会員の回答が多いため構成要素に影響している可能性はある 

＊回答数の絶対数は女性が多い傾向だが、移住民全体の比率を表しているわけではない 
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定住

77%

二地域

23%

居住スタイル比較

定住 二地域

男性：26 

女性：51 

  男性 女性 

～20 代   1 

30歳代  3   

40歳代    1 2 

50歳代   3 5 

60歳代   7 11 

70歳代  8 21 

80以上 4 11 

 

◆ 一人暮らしの人をさらに分析すると 

＊一人暮らしの人が全体の１６％というのは比較的に比率が高い 

＊さらに女性の一人暮らしが男性の一人暮らしより多い 

 

0

5

10

15

20

25

年代別男女比較

男性 女性

＊別荘として利用し二地域暮らしをしている人ではなく、定住での一人暮らしの人が 77%いる 
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居住年数推移

会員 一般
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ふるさと倶楽部会員・一般比較

会員 一般

20 年以上：

115 

15～20 年：76 

10～ 15 年：

108 

5～10年：74 

＊居住年数が 10年以内の人が比較的に少ない 

＊20 年以上暮らしている人が多くいるが、15～20年居住している人が少なく、空白期間がある 

＊居住年数の短い層にふるさと倶楽部会員が少ない傾向がある 

＊回答者はほぼ北杜市に集中している 
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東京都：216 
千葉県：29 

埼玉県：38 

神奈川県：91 
愛知県：20 

＊首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）からの移住が８０％近い 

＊次に多い中部圏でも６％と大きく引き離している。 

＊中部圏と近畿圏を合わせても１０％ 

＊未回答を（山梨県）としたため山梨県の回答数が多くなっている 
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東京都：165 

神奈川県：56 

＊幼少期を過ごした地域は全国的に分散し 42の都府県にわたっている 

＊いろいろな地域で幼少期を過ごした人たちが集まってきている 

＊子どもの頃から首都圏（主に、東京都、神奈川県）で育ってきた人が多い 

＊未回答を（山梨県）としたため山梨県の回答数が多い 
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二地域居住： 94 

定住：383 
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定住 二地域

＊30 歳代、40 歳代での二地域暮らしでは相対的に少なく、定住での移住が主流となっている 

＊80 歳以上でも二地域で暮らす人がいる 

＊80 歳代になり二地域居住の割合が低くなるのは、二地域を移動することが難しくなる事が要因 

とも考えられる 

0%

50%

100%

年代別比率

定住 二地域
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◆ A-8．で 『二地域居住』と回答した人のみ回答 

     

   

 

 

 

 

 

 

＊以前から暮らしている地域に重点を置く人がほぼ 6割 

＊二地域暮らしの人は別荘的な暮らし方がまだまだ主流 

＊反面、八ヶ岳山麓での暮らしをメインとする生活スタイルの人が４割にのぼる 

＊別荘としての利用から、生活の基盤を八ヶ岳山麓に移し、必要な時に都会に出かけるライフ 

スタイルの居住者も多くいる 

 

＊「定住する予定はない」とする人が思いのほか多い 

＊居住年数が 20年を超えている人でも『まだわからい』と回答している人がいる 

定住する予定はない 

： 29 

0

20

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

『まだわからない』との回答者の居住年数

まだわからない：46 
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＊30 歳代から 50歳代でふるさと倶楽部会員の割合が少ない 

＊男女別でみると、60 歳代、70歳代、80 歳代のふるさと倶楽部会員は男性比率が高く 

一般移住者の傾向と異なる 
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職業として パート・アルバイト

仕事はしていない

＊仕事をしているひとの多くは 60 歳代より若い人たち 

＊60 歳代以上の人たちは仕事をしていない人が増える 

＊男性・女性で仕事を している／していない の傾向はほぼ同様で、男女で大きな違いはない 
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  ◆就業形態別の年代構成 

 

 

 
 

 

～20歳代, 1, 

1% 30歳代, 10, 7%

40歳代, 29, 22%

50歳代, 28%

60歳代, 33, 25%

70歳代, 17, 13%

80歳代～, 6, 4%＊職業として

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

30歳代

3%
40歳代

14%

50歳代

8%

60歳代

32%

70歳代

37%

80歳代～

6%

＊パート・アルバイト

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

＊パート・アルバイトで

就業している年代は60歳

代・70歳代が中心

30歳代

1% 40歳代

0%

50歳代

4%

60歳代

21%

70歳代

56%

80歳代～

18%

＊仕事はしていない

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

＊50 歳代以下の人で 

仕事をしていない人は 

ごく少数 

＊仕事として就業してい

る年代は 40歳代、50歳

代・60 歳代が主体 
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◆ 職業として仕事に従事している人のみ回答 

 

 

  

＊リモートツールを使用して仕事をしている人があまり多くない 

＊次の従事している仕事の内容からわかるが、IT・WEB 関連の仕事に従事している人よりも、 

農業など地元での仕事に従事している人が多いことも要因と思われる 

はい： 41 
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◆ 職業として仕事に従事している人の業種 

 

  ◆ パート・アルバイトで仕事に従事している人の業種 

 

   

 

 

＊想定以外にも多種多様な仕事にたずさわっている人がいる 

＊職業として仕事に従事している人と、パート・アルバイトで仕事をしている人とで就業している 

業種が異なる 
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◆ 業種別に就業形態を比較 
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職業として パート・アルバイト

＊専業で仕事している人は、農業、飲食、介護、工芸、企業に属する仕事に従事する人が多い 

＊パート・アルバイトで仕事に従事する人は、介護、宿泊、農業に関する仕事が多い 
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◆ パート・アルバイトで仕事に従事している人の目的 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 仕事をしていない人のこれから 

 

 

 

 

 

 

＊75%以上の人は、「したくない」「必要ない」「他に優先したいものがある」としている 

＊「仕事を探している」、および「いい仕事がない」の回答は非常に少ない 

4 

5 

＊生活費、おこづかいなど、収入を得るために仕事に従事する理由が多い 

＊健康のため、社会貢献、といった賃金得るため以外の目的を理由とする人も多い 

＊楽しい、自分の能力を活かしたいといった、自分の生きがいとして仕事をしている 
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【問 B． 田舎暮らしについて 】 

 

 

 

 

＊田舎での暮らしを検討する理由は想定以上に多岐にわたる 

＊60％以上の人が都会でのストレスを理由に挙げ、多くの人が田舎暮らしにスローライフを求める 
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◆田舎暮らしの理由を年代別に比較 
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ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でスローライ…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガーデニン…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観光業な…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

年代別での理由の累計

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でスローライ…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガーデニン…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観光業な…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

年代別での理由の割合

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

＊「子育て」「起業」「リモートワーク」を理由とする年齢構成は他の理由と異なり若い年代層の 

比率が高くなる 

＊高年齢層はスローライフや趣味を活かした暮らしを田舎暮らしに求める 

＊「パートナーの意向に従って」とする回答が思っていた以上に多い 
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◆田舎暮らしの理由を男女別に比較 
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ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でスローライ…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガーデニン…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観光業な…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

男女別での理由の比較

男性 女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でスローライ…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガーデニン…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観光業な…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

男女別での理由の割合

男性 女性

＊起業を理由とする人の割合は男性が高い 

＊男性は「スポーツ」「リフレッシュの拠点」の割合が高い 

＊女性は「子育て」「温暖化対策」「防災からの避難場所」を理由とあげる割合が高い 

＊「パートナーの意向に従って」を理由に挙げる女性は男性を上回る、夫唱婦随？ 
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◆田舎暮らしの理由を居住年数別に比較 
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災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

居住年数別での理由の累計

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガー…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある
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パートナーや家族の強い意向に従って

居住年数別での理由割合

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

＊「防災の避難場所として」「災害発生や温暖化で」を理由に挙げたひとが、居住年数 10～15年の 

人に多い 

＊東日本大震災や温暖化が話題になり始めた時期が影響しているか？ 

＊「リモートワーク環境」を理由に挙げる人が居住３年未満の人に多いことは、コロナ禍がもたらし 

た影響か？ 
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◆田舎暮らしの理由を居住スタイル別に比較 

 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250

ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でス…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガー…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

居住スタイル別での理由比較

定住 二地域居住

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ストレスの多い都会ではなく、自然豊かな田舎でス…

趣味を活かした創造的な暮らしをしたい（菜園、ガー…

登山やスキー、ゴルフなどのスポーツをしたい

リフレッシュの拠点としてセカンドハウスを持ちたい

防災の避難場所としてセカンドハウスを持ちたい

災害発生や温暖化で都会が暮しにくくなってきた

自然が豊かな環境のなかで子育てをしたい

田舎ならではの仕事を起業したい （農業、林業、観…

趣味や特技を仕事として新たに活かせる環境がある

都会にいなくてもリモートワーク環境で仕事ができる

パートナーや家族の強い意向に従って

居住スタイル別での理由割合

定住 二地域居住

＊当然の結果として、「リフレッシュの拠点」にしても「防災の避難場所」としてもセカンドハウス 

 としての田舎暮らしを求める人は二地域暮らしの人の比率合が高い  

＊「都会が暮らしにくくなった」「子育ての環境」を田舎暮らしの理由とする人は定住の割合が高い 
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  ＊八ヶ岳山麓を選択した理由として「山に囲まれた自然の景観」を挙げる人が 70％にのぼる 

＊「都会からの交通の便」「菜園やガーデニング」「手軽にスポーツができる環境」を求める 

＊「何度か訪れたことがある」「移住者が多くいる」を理由に挙げる人も多い 
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◆八ヶ岳を選んだ理由を年代別に比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250 300 350

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

年代別での理由の累計

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

年代別での理由の割合

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

＊「子育てによい環境」を挙げる人は 30歳代、40 歳代に多い 

＊「工房・アトリエを開業」を挙げる人は 40歳代に多い 

＊「新規就農」を挙げる人は 60歳代に多い 

＊年代により八ヶ岳山麓での暮らしの目的がはっきりしている 
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◆八ヶ岳を選んだ理由を性別に比較 

 

 

 

 

 

  

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

性別で理由を比較

男性 女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

性別での理由の割合

男性 女性

＊「新規就農」を理由とする人は男性の比率が高い 

＊それ以外には、男女であまり大きな違いは見られない 
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◆八ヶ岳を選んだ理由を居住年数別に比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250 300 350

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

居住年数別での理由の累計

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

八ヶ岳と南アルプス連峰、茅が岳などの山々に囲まれ…

国蝶オオムラサキを始め、植物や昆虫の生物多様性に…

近場で登山、スキー、ゴルフなどが楽しめる

日照、寒暖差や天候に恵まれた土地で、菜園やガーデ…

子育てに良い自然環境が残っている場所が多くある

音楽、工芸などの芸術的要素の高いグループやサーク…

縄文時代からの遺跡やギャラリー・美術館が多く、文…

地域に移住者が多く、すでにこの地域に移住者のコ…

特技を生かした店舗や工房・アトリエを開業できる環…

県立農業大学校があり新規就農についての種々のサ…

都会との交通が便利で、首都圏や中京圏など大都市か…

友人、知人や家族が暮らしていて馴染みがある

観光やレジャーなどで今までに何度も訪れている

居住年数別での理由の割合

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

＊３年未満の居住者で「農業大学校での農業実習」を理由とした人はいない 

＊全体数としても新規就農を理由とする人が少ない 
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◆八ヶ岳を選んだ理由を居住スタイル別に比較 
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居住スタイル別累計比較

定住 二地域居住

＊二地域居住者には「生物多様性」「子育て」「音楽・工芸」「新規就農」を理由に挙げる人が少ない 

ことがわかる 

＊その他の理由は、定住者と二地域居住者どの間であまり大きく傾向の違いはない 
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代～

年代別に分類

期待以上だった 期待通りだった 少し期待外れだった 期待外れだった まだよくわからない

＊「期待以上」、「期待通り」の回答が 80％を超える 

＊全般的に移住を期待通りと捉えている人たちが多い 

＊「少し期待外れだった」とする人は、60 歳代に多い傾向 

＊70 歳代、80 歳代で「まだよくわからない」との回答がある 
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  ◆「まだよくわからない」と回答した人を居住スタイル別に分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

定住, 25

二地域, 18

まだよくわからない

定住 二地域

＊満足度に比べて『勧めたい』となると減少する 

＊『どちらとも言えない』とする理由として、 

「個人の志向の問題だから」や「八ヶ岳山麓での移動手段」を指摘している人が多くいる 

＊自分の満足度と友人にも勧めたいと思う気持ちとは必ずしも一致しないことがわかる 

＊「まだわからない」と回答した人にも多くの定住者が含まれる 
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年代別比較

はい いいえ 分からない

0%
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40%
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100%

年代別比率

はい いいえ 分からない

0

100

200

300

はい いいえ 分からない

男女別比較

男性 女性

0%

50%

100%

はい いいえ 分からない

居住スタイル別比率

定住 二地域

＊多くの人が、『今後も八ヶ岳山麓で暮らしたい』とするものの、高齢となった時の移動手段を 

心配する意見が多い 
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0 50 100 150 200 250

配食・食事支援

移動サポート

病院の寄り添い

日常の困りごと

一緒に暮らす仲間

相談できる仲間

男女別項目比較

男性 女性

＊男性は、「配食・食事の支援」を望む声が多い 

＊女性は、「移動のサポート」「日々の困りごとのお手伝い」を多くの人が望んでいる傾向がある 

＊すべての項目が必要と、すべてにチェックを入れた人が多かった 

＊「相談できる仲間」との回答が「移動サポート」に次いで多い 
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  ◆男女別に項目を割合で比較 

  

 

 

 

  

配食・食

事支援

17%

移動サ

ポート

26%

病院の寄

り添い

14%

日常の困

りごと

13%

一緒に暮

らす仲間

13%

相談でき

る仲間

17%

＊男性

配食・食

事支援

11%

移動サ

ポート

30%

病院の寄

り添い

14%

日常の困

りごと

16%

一緒に

暮らす

仲間

12%

相談でき

る仲間

17%

＊女性

＊男性・女性ともに、同じような割合で、各種のサポートを希望している 

＊必要と考える項目の割合を比較すると、男女で大きな違いがない 

＊男性でも「移動サポート」を心配する人が多い 
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  ◆年代別男女別に項目を割合で比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

配食・食事支援

移動サポート

病院の寄り添い

日常の困りごと

一緒に暮らす仲間

相談できる仲間

年代別項目累計

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

0
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100
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140

160

180

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

年代別項目比較

配食・食事支援 移動サポート 病院の寄り添い

日常の困りごと 一緒に暮らす仲間 相談できる仲間

＊『移動サポート』を心配する意見が、各年代でトップを占める 

＊特に 70 歳代は運転免許の高齢者講習が身近となり、免許返納を念頭に交通手段の確保が現実問題と 

なることが要因とも思われる 
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【問 C． 地域とのかかわりについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

親しく付き合っている人がいる

挨拶以外にも多少の付き合いのある人がいる

ほとんどあいさつ程度のお付き合い

付き合いはほとんどない

付き合いが必要だと思うがきっかけがつかめない

あえて付き合いたいとは思わない

居住年数別内訳

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

＊『親しく付き合っている人がいる』、『多少の付き合いのある人がいる』が 80％弱 

＊ほとんどの人が地元の人との付き合いがある程度あることが分かる 

＊『あえて付き合いたいと思わない』とする人はごくわずかだが、中には 20年以上居住している人 

の中にもいる 

多少：183 

親しく：193 

挨拶程度：62 



32 

 

 

 

 

  

＊多種多様な町の行事に参加していることがわかる 

＊その反面、『参加したことがない』との回答も予想以上に多い 
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定住 二地域

居住スタイル別

組に入っている 組に入っていない

0

20
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80

居住年数別

組に入っている 組に入っていない

＊「組」に入っていない人が半数以上いる 

＊二地域居住の人に「組」に入っていない人が多い 

＊逆に、二地域居住者人でも「組」に加入している人がいる 

＊定住者であっても「組」に加入している人が多いわけでもない 

＊20 年以上居住している人など、居住年数の長い人は「組」への加入している率が高い 

＊居住年数の短い人が「組に入っていない」と回答している傾向がある 
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  ◆「組」に入っている人 のみが回答 

 

 

 

 

 

 

  

＊多くの「組」では、その組織に係わる規約が明文化されているが、明文化されていない組織も 

3 割以上存在している 

＊役員を経験していないため、規約の存在を知らないケースも考えられる 

＊6割の人たちは、役員などの地域の「組」での役割を果たしている  
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  ◆「組」に入っていない人 のみが回答 

 

  

 

 

 

 

 

  

0

20

40

60

「組」に入っていない理由

◆地域の問題

 ・組がない

 ・定住ではない

 ・移住者は入れない

 ・誘いがない

60%

◆自己都合

 ・役割が難しい

 ・仕事がいや

12%

◆協力金等で困らない

28%

「組」に入らない理由を集約

＊協力金などを支払うことで、「組」の役割は免除され、ゴミ出しに困らない手段を選択している人が 

 30％弱いる 

＊また、このような手段で移住民を受け入れている「組」が多いこともうかがえる 

＊地域のルールなどで「組」に参加できないケースが 60%と一番多い 



36 

 

【問 D． 地域での活動について】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100 120 140

自治会・町内会活動

スポーツ・グループ

音楽コーラス・グループ

共同購入

子育て支援

介護福祉活動

ボランティア活動

まちづくり活動

地域サロン活動

地域社会活動

活動種類別の活動頻度累計

週２回以上 週1回 月１～３回 年数回

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自治会・町内会活動

スポーツ・グループ

音楽コーラス・グループ

共同購入

子育て支援

介護福祉活動

ボランティア活動

まちづくり活動

地域サロン活動

地域社会活動

活動種類別の活動割合

週２回以上 週1回 月１～３回 年数回

＊自治会、町内会の活動が一番多いが、活動頻度は年に数回の活動 

＊スポーツ、音楽のグループに参加して活動している人が多い 

＊介護支援・社会福祉活動への参加はあまり多くない  
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＊「参加してみたい活動」として、「地域社会活動」「ボランティア活動」「まちづくり活動」に 

 興味が示している人が多い 

＊毎週参加している活動は、「スポーツ」「共同購入」 

＊月 1～3 回参加する活動は、「音楽」「ボランティア」「地域サロン」の活動 

＊年に数回参加する活動は、「自治会」の活動  

と、おおよその活動内容と頻度が分類できる 

 興味があることを示している 
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◆活動していてよかったことを年代別に比較 
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多様な人との付き合い

同じ事柄に興味を持つ

みんなで行う

少しでもお役に立てる

興味がより深まり

新たなチャレンジ

人が喜ぶ顔が見られ

社会への恩返し

日常生活にリズム

外出する機会が増えた

日常から身だしなみ

体を動かすことで健康維持

年代別累計

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～

＊年代によってはあまり大きな違いが見受けられない 
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◆活動していてよかったことを居住年数別に比較 

 

 

◆活動していてよかったことを男女別に比較 
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人が喜ぶ顔が見られ

社会への恩返し

日常生活にリズム

外出する機会が増えた

日常から身だしなみ

体を動かすことで健康維持

居住年数別累計

3年未満 3～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20年以上

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地域でのつながり

多様な人との付き合い

同じ事柄に興味を持つ

みんなで行う

少しでもお役に立てる

興味がより深まり
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人が喜ぶ顔が見られ

社会への恩返し

日常生活にリズム

外出する機会が増えた

日常から身だしなみ

体を動かすことで健康維持

男女別比較

男性 女性

＊「地域でのつながりができた」とする男性が多い 

＊「社会への恩返し」と回答する男性が多い 

＊女性の場合は、「同じ事柄に興味を持つ人とであえた」とする割合が多い  
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＊友人に誘われて活動へ参加するきっかけとなるケースが多い 

＊行政からの広報でも１割の人が活動に参加するきっかけとなっている  
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【問 E． 子育て、教育について】 

 
 

 

 

 

 

＊３つまでと制限したにもかかわらず、全項目に○を付けてきた回答が多い 

＊いずれの選択肢も必要不可欠であると感じている人が多くいる  

＊その他に記入された内容は多岐にわたっている 

＊「高齢のため」として、無回答も多い 
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  ◆充実してもらいたい項目を比較 
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子育てネットワーク

出産・育児の支援
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年代別割合
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男女別での比較

男性 女性

＊「働く場所」「教育費」「病気の時の支援」「出産・育児」の項目で女性の割合が高くなる 

＊「子育てネットワーク」の女性の割合が思いのほか低い 

＊40 歳代以下の子育て世帯では、「子育てネットワーク」「出産・育児の支援」「相談場所の設置」の  

 割合が高くなる 

＊70 歳代以上の高齢者は「遊び場づくり」「働く場所」「保育施設の設置」の割合が高い 
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  ＊今までの経験や特技を役立てたいと考えている人が一番多い 

＊「高齢なので手伝えない」という回答も多い  
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＊回答者の年齢構成から子育て世代が少ないことが想定されたが、それでも 1割程度の子育て世代が 

いる 
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【問 F． 空き家や耕作放棄地について】 

 

◆ 「興味がある」と回答した人のみ回答 

 

 

 

 

  

＊空き家の活性化に興味を持っている人が 60％弱、またそのうち 60％の人が取り組みに参加して 

も良い、と回答している 

＊全体の回答数の 36％にあたり、回答者の１／３の人たちが活動への参加意思を示している 
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◆ 「興味がある」と回答した人のみ回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊耕作放棄地の再生活動に興味を持っている人が 55％強、またそのうち 66％の人が取り組みに参加 

しても良い、と回答している 

＊空き家問題と同様に全体の回答数の 36％にあたり、回答者の１／３の人たちが活動への参加意思を 

示している 
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◆ 「興味がある」と回答した人のみ回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊里地の体験イベントとなると、前述の２つの課題に比べて興味は低くなる 

＊しかし、興味があると回答した人のうち、56％がスタッフとして参加してもよいと回答している 
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◆ 「空き家」「耕作放棄地」「里地イベント」でそれぞれを比較 
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興味と参加意欲の相関

興味がある 参加したい人の割合

＊空き家の活用、耕作放棄地の再生に対する興味が高い 

＊体験イベントとなると、ハードルが高いと感じるのか興味が下がる 

＊いずれの活動に対しても、参加したいという意欲が高い 

＊特に耕作放棄地に対する、参加意欲が高い  

＊興味のある人の中で、里地の体験イベントへの参加意向割合が高い 

＊いずれも、参加意欲がある人が半数を超える 
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【問 G． 医療や介護について】 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊6割以上の人たちは、「相談できる医師や病院がある」＝「かかりつけ医」があるとしている 

＊すべてに必要な課題だが、特に「緊急時・夜間の医療」「専門医」について懸念を示している 

＊個人的な見解が多く含まれるが、その他には個人の多種多様な意見が記述されていた  
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＊介護相談ができる場所を「知らない」との回答が「知っている」を上回っている 

＊地域に親類縁者がいないので、身近で介護の経験がないことも要因か？ 

＊介護支援の制度を「理解している」に比べて、「理解していない」とする回答が上回っている 

＊介護の相談場所と同様に、住民にはあまりよく理解されていない 

＊「理解している」という人の中にも、「知っているつもり」の人も含まれ、どこまで正しく理解 

 されているかは判別できない 
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◆ 「介護支援制度を理解していない」 とした人のみが回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊身近な地域ごとに相談できる場所を設置する声が多い 

＊相談場所以外にも、ハンドブックのような手引書を求める声が多い 

＊90％近くの人が「自宅で最後まで・・」と考えている 

＊70%近くの人が「訪問介護などのサービスを利用して」と考えている 
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＊リビングウィルに比べてエンディングノートを「作成している」との回答は 10％にも満たない 

＊「作成しておきたい」「書き方が分からない」を合わせると 73％以上となる 

＊必要性は理解されているものの、いざ作成するとなると、いつかは後回しにしている実態がわかる 

＊「何を、どのように、書いておいたらよいか、書き方がわからない」人も 15%近くいる 

＊すでに家族との話し合いをしている人が 25%近くいる 

＊この結果から、終末期医療に対する意思表示は、ある程度浸透してきているものと思われる 

＊しかし、一方で「元気なうちに話し合いたい」との回答が 60％近くあり、まだこれから準備を 

始めようとする人が多いこともわかる 
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【問 H． お墓について】 

 

◆お墓の心配がないと回答した人の理由内訳 

 

 

  

心配がある： 106 

心配がない： 371 

＊「お墓の心配がない」と回答しているが、実際にお墓の準備を済ませているのは、「自分で用意 

している」「先祖代々のお墓に」という半数に過ぎない 

＊「お墓を持たない方法を検討」「家族に任せている」「考えたことがない」との回答は、実質的に 

 まだ、お墓を準備していない人たちと考えられる 
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◆お墓の心配があると回答した人の理由内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊お墓の心配にも想定以上にいろいろな理由がある 

＊「お金がかかる」経済的な問題、「面倒をみてくれる家族がいない」後継者の問題、「遠くにいて 

お墓の面倒がみられない」墓守の問題・・・  

＊それ以外にも、無宗教や檀家寺の問題等、いろいろな理由がある 

＊「いいえ」のなかには、既にお墓を準備している人が含まれる 

＊2割の人たちが、「八ヶ岳山麓にお墓があったら良い」と思っている 
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◆「市営墓地を検討したい」とした人のみ 墓地の形態を回答 

 

 

 

＊72%の人は樹木葬式の公園墓地を望んでいる 

＊一般的な墓石墓を要望する人は１割程度に過ぎない  

＊「八ヶ岳山麓にお墓を」という人が２割に対して、「市営霊園を」と望む人は 3 割を超える 

＊経済課題、後継課題、墓守課題からも公営墓地を望む人が回答者全体の１／３を占める 


